
～北九州市の地域医療体制～
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第 １ 回 令 和 ６ 年 １ １ 月 １ 日 （ 金 ）
市立病院等の医療提供体制のあり方に関する検討会 資料３
保 健 福 祉 局 健 康 医 療 部 地 域 医 療 課



北九州市の概要
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・人口 939,029人
（出典：国勢調査、令和2年10月1日現在）

・面積 492.50 ㎢
（出典：北九州市の区政概要、令和4年10月1日現在）

〇北九州市の特徴

・「次世代育成環境ランキング」
１３年連続第１位

・交通インフラが充実した
「九州の玄関口」

・物価の安さは政令市トップクラス
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◯北九州区域（北九州市、中間市、遠賀４町）の人口及び高齢者の推移
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出典:国立社会保障・人口問題研究所（平成25年3月）

・総人口は年々減少
・高 齢 者(65歳以上)人口は、2020年をピークに減少、割合は年々増加
・後期高齢者(75歳以上)人口は、2030年をピークに減少、割合は年々増加

１ 北九州市の地域医療の現状①
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◯北九州市の高齢者（65歳以上）の推移
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出典:住⺠基本台帳による毎年3月31日現在

・本市の高齢者人口は、令和３年の292千人をピークに減少へ転じる
・総人口に占める割合は、継続増加 令和６年は31.5％で、令和元年度比１Ｐ増

１ 北九州市の地域医療の現状②
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◯北九州区域の医療介護需要予測

出典:日本医師会・地域医療情報システム

・医療需要は減少（全国は横ばい）
※北九州区域は、他より高齢化が早く進展 今後は緩やかに高齢化率が増加

↓
全国より医療需要の減少幅が大きい

介護：全国平均

介護：北九州医療圏

医療：全国平均

医療：北九州医療圏

１ 北九州市の地域医療の現状③
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◯北九州区域の地域医療概況

出典:第７次福岡県地域医療構想

943超過
(約5.5%)

・必要機能別病床数を超える病床数が存在
・急性期と慢性期が超過、回復期が不足

合計：16,066

合計：17,009

１ 北九州市の地域医療の現状④

（2025年）
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◯北九州市内の病院・診療所数

令和６年(A) 平成２３年(B) A−B
病 院 ９０ ８９ ＋１
診療所 ９４３ ９７５ ▲３２

・病院数、診療所数に大きな変化はない
・令和４年時点の人口10万人当たりの比較で、政令指定都市(全20市)中、病院は第３位
(9.6)、診療所は第６位(99.8)、全国平均(病院6.5、診療所83.4)と比較しても大きく上回る

出典：保健所システム

１ 北九州市の地域医療の現状⑤
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◯北九州市内の病床数 出典：保健所システム

・病院が830減、診療所が1,007減
・令和４年時点の人口10万人当たりの比較で、政令指定都市(全20市)中、病院は第2位
(1,954.1)、診療所は第3位(109.6)、全国平均(病院1,183.5、診療所63.8)と比較しても大き
く上回る

令和６年(A) 平成２３年(B) A−B
病 院 １８,２０３ １９,０３３ ▲８３０
診療所 ９１５ １,９２２ ▲１,００７

※表中の「平成23年」は、前回あり方検討会時の数値

病 院： 830減(  ▲4.4%)
診療所：1,007減(▲52.4%)

病 院： 1増 (＋1.1%)
診療所： 32減 (▲3.3%)

※人口10万人当たりの比較は、資料集２ページに掲載

※人口10万人当たりの比較は、資料集３ページに掲載



◯北九州市内の診療科別医師数

総数 内科 呼吸器
内科 小児科 外科 整形外科 産科

産婦人科 眼科 耳鼻
いんこう科

令和４年
（A）

3,358人
(100%)

882人
(26.3%)

159人
(4.7%)

224人
(6.7%)

275人
(8.2%)

271人
(8.1%)

124人
(3.7%)

122人
(3.6%

81人
(2.4%))

平成２０年
（B）

2,967人
(100%)

892人
(30.1%)

144人
(4.9%)

244人
(8.2%)

295人
(9.9%)

276人
(9.3%)

107人
(3.6%)

130人
(4.4%)

91人
(3.1%)

増減人数
(A)−(B)

＋391人 ▲10人 ＋15人 ▲20人 ▲20人 ▲5人 ＋15人 ▲8人 ▲10人

増減率
(A)÷(B) ＋13.2% ▲1.1% ＋10.4% ▲8.2% ▲6.8% ▲1.8% ＋14.0% ▲6.2% ▲11.0%

・令和４年時点の人口10万人当たりの比較で、政令指定都市(全20市)中第５位(357.6)、
全国平均(259.6)と比較しても大きく上回る

出典：医師・⻭科医師・薬剤師調査

１ 北九州市の地域医療の現状⑥

9
※人口10万人当たりの比較は、資料集６ページに掲載

医師総数で３９１人増 小児科は２０人減、割合も▲１.５Ｐ減

※表中の「平成20年」は、前回あり方検討会時の数値
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１ 救急医療

４ 災害医療

３ 周産期医療

２ 小児救急医療

５ 感染症医療

６ 結核医療

２ 北九州市の政策医療



北九州市の救急医療体制

医師会、医療機関、行政の連携のもと、重症度に応じて第一次から第三次までの救急医療体制を構築

第２夜間・休日急患センター(西部)

〔黒崎コムシティ地下１階〕

〇内科・外科・整形（毎日準夜・休日昼間）

休日急患診療所（門司・若松）
〇内科・小児科（休日昼間）

深夜帯初期救急体制（19病院）
〇内科・外科・整形（年末年始を除く毎日深夜）

二次救急医療応需病院(21病院）

休日昼間・毎夜間

※救急告示病院（24時間体制）は17病院

眼科・二次輪番制（３病院）
休日昼間・毎準夜

救命救急センター（東部）

〔北九州総合病院内〕

２４時間体制

救命救急センター(西部)

〔市立八幡病院内〕

２４時間体制

夜間・休日急患センター（東部）

〔総合保健福祉センター１階〕

〇内科・小児科・外科・整形・眼科（毎日準夜・休日昼間）
※年末年始は一部の診療科で深夜帯診療あり

〇耳鼻科（土準夜・休日昼間）
※平日準夜は協力病院による輪番制

〇歯科（休日昼間）

＜一次救急医療＞ ＜二次救急医療＞ ＜三次救急医療＞

低出生体重児・新生児救急医療

体制（４病院）
休日昼間・毎夜間

２ 北九州市の政策医療【救急医療】
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北九州市の小児救急医療体制

小児救急・小児総合医療センターを軸として、２４時間対応できる３つの病院及び小児科標榜医療機関と
連携を図り、市域全体で小児救急ネットワークを構築

医療機関名 診察時間

小児救急・小児総合
医療センター

（市立八幡病院内）

２４時間３６５日

国立小倉医療センター ２４時間３６５日
※受診の前に問い合せが必要

北九州総合病院

(月～金） １７時～翌７時
(土） １３時～翌７時
（日・祝） ９時～翌７時

※重症の場合は、２４時間３６５日

ＪＣＨＯ九州病院 ２４時間３６５日

小児科標榜
病院

小児科標榜
診療所

休日急患診療所
夜間・休日急患

センター

小児救急・小児
総合医療センター

国立小倉医療
センター

<２４時間対応可能医療機関> <小児科標榜医療機関(R6.4.1現在）＞

病院（※1) 診療所

北九州市内 21 117

北九州総合
病院

ＪＣＨＯ九州
病院

<連携イメージ>

２ 北九州市の政策医療【小児救急医療】
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診療所
夜間・休日急患センター 1

休日急患診療所 2

<小児科を標榜する市立診療所(R6.4.1現在）＞

※1 左記の「24時間対応可能医療機関」を含む数



北九州市の周産期救急医療体制

市内４つの周産期母子医療センターを中心に、産婦人科を標榜する診療所・病院が、周産期医療におけるそ
れぞれの領域を担当し、相互に連携、子どもが健やかに生まれ育つ社会を実現できる体制を構築

医療機関名

総合周産期母子医療センター
市立医療センター

産業医科大学病院

地域周産期母子医療センター
国立小倉医療センター

ＪＣＨＯ九州病院

母体・新生児の
受入要請・搬送

病院（※1) 診療所

北九州市内 8 8

<分娩取扱医療機関数（Ｒ6.4.1時点）><周産期母子医療センター>

<連携イメージ図>

※1 周産期母子医療センターを含む数

出 動

市立医療センター

国立小倉医療
センター

産業医科大学病院

ＪＣＨＯ九州病院

産婦人科標榜
病院

産婦人科標榜
診療所

【総合周産期母子医療センター】

【地域周産期母子医療センター】

２ 北九州市の政策医療【周産期医療】
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災害発生時に医療提供体制の中心的な役割を担う病院（都道府県知事が指定）
【機能】
・高度な診療機能、重症傷病者の受け入れ機能、広域搬送対応機能
・災害派遣医療チーム（DMAT）の派遣機能
・災害医療に関する研修機能（基幹災害拠点病院に限る）など

北九州市の災害医療体制

北九州市災害対策本部、災害医療・作戦指令センター（ＤＭＯＣ）のもと、災害拠点病院等との連携により災害
時の医療体制を構築

<災害拠点病院>

区 医療機関名

門司区 新小文字病院

小倉北区

市立医療センター

北九州総合病院

健和会大手町病院

小倉南区 九州労災病院

八幡東区 市立八幡病院 【統括病院・ＤＭＯＣ】

八幡西区

産業医科大学病院

ＪＣＨＯ九州病院

戸畑区 戸畑共立病院

北九州市
災害対策本部

（医療調整グループ）

北九州市医師会
災害医療・作戦指令
センター【DMOC】

災害拠点病院

各地区医師会

<災害拠点病院の概要>

<連携イメージ図>

２ 北九州市の政策医療【災害医療】
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※上記の外、「災害支援病院」との連携体制を構築

※災害支援病院



北九州市の感染症医療

※2 新興感染症等、感染
拡大時は、予防計画に基き、
都道府県が協定締結医療
機関に病床を確保

医療機関名 病床数

福岡東医療センター（古賀市） ２

ブロック 医療機関名 所在地 病床数

北九州 北九州市立医療センター 北九州市 16

福岡

福岡市民病院 福岡市 ４

九州医療センター 福岡市 2

福岡赤十字病院 福岡市 2

福岡大学筑紫病院 筑紫野市 2

福岡徳洲会病院 春日市 2

福岡東医療センター 古賀市 10

筑後

聖マリア病院 久留米市 6

新古賀病院 久留米市 ８

筑後市立病院 筑後市 ２

大牟田病院 大牟田市 2

筑豊 田川市立病院 田川市 8

第一種感染症指定医療機関 第二種感染症指定医療機関※１

診療所・病院

第一、二種
指定医療機関※２

発生届

保健所
（疫学調査・接触者対応）

検疫所

入院勧告
移送

健康監視者の体調
異変通知

一類、二類、新型インフルエンザ等感染症の患者の入院を担当

する医療機関

二類、新型インフルエンザ等感染症患者の入院を担当する医療機関

感染症分類 疾病名

一類感染症 エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう（天然痘）、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱

二類感染症 急性灰白髄炎、ジフテリア、SＡＲＳ、MERS、鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１、Ｈ７Ｎ９）、結核

新型インフルエンザ等感染症 新型インフルエンザ、再興型インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、再興型コロナウイルス感染症

※１ 原則、居住地の近隣の医療機関に入院するが、病状や病床の空き

状況によっては、他ブロックの医療機関へ入院することもある。

２ 北九州市の政策医療【感染症医療】

15

感染症患者に対して良質かつ適切な医療を提供し、重症化を防ぐとともに、周囲への感染症のまん延を防止するため、

都道府県が感染症指定医療機関を指定。（感染症法第３８条２）



北九州市の結核医療

• 結核のまん延を防止するため必要があると認める
とき保健所長が入院勧告（法第19条・20条）

• 入院治療への公費負担（法第37条）

• 通院治療への公費負担（法第37条の2）

結核病床を有する第二種感染症指定医療機関

ブロック 医療機関名 結核病床数

北九州 北九州市立門司病院 55

福岡

西福岡病院 48

岡部病院 18

福岡東医療センター 38

筑後 大牟田病院 20

筑豊 福岡ゆたか病院 20
診療所・病院

結核病床を有する
指定医療機関

結核指定医療機関
診療所（市内９48カ所）
病院（市内82カ所）

退院後通院治療

北九州市民の入院数が多い病院

入院勧告

発生届
通院治療

保健所
（疫学調査・接触者健診）

２ 北九州市の政策医療【結核医療】
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第二種感染症指定医療機関：都道府県知事が指定（感染症法第３８条２）



看護専門学校

八幡病院
救急患者の24時間365日の受入れを実施

している本市の救急医療、小児医療の拠点
・救命救急センター、小児救急センターを併設
・市内９箇所の災害拠点病院の統括病院
・地域医療支援病院として地域医療機関との連携充実
・病床数 312床（一般312床） 優秀な人材の育成に取組む

地域の看護師養成機関
・医療センターに隣接して設置
・看護専門課程 看護科
・３年課程 1学年40名（計120名）

医療センター
高度で専門的な医療を担う地域の中核的な病院
・がん診療（地域がん診療連携拠点病院）
・周産期⺟⼦医療（総合周産期⺟⼦医療センター）
・感染症医療（第二種感染症指定医療機関）
・災害拠点病院
・地域医療支援病院として地域医療機関との連携充実
・病床数 514床（一般498床、感染症16床）
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３ 北九州市立病院機構の概要
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３ 北九州市立病院機構の概要



災害拠点感染症医療周産期
⺟⼦医療がん診療
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わたくしたちは公共的使命を自覚し、
心のこもった最高最良の医療を提供します

政策医療

1 . 患者さんの権利 個人情報を保護し患者さんの立場に立った医療を行います
2 . 十分な説明と同意による信頼関係のもとに患者さんが満足できる医療を行います
3 . 安心かつ安らぎが得られる質の高い医療をめざし安全管理を徹底します
4 . 常に研鑚して最高水準の医療知識・技術を習得しあわせて温かい心を持つ

医療人をめざします
5 . 地域における役割を自覚し地域の医療機関とともにその責務を果たします
6 . 合理的かつ効率的な病院経営に努めます
7 .職員が誇りを持ち、安心して働ける職場環境をつくります

基本方針

理念
〇医療センターの概要

３ 北九州市立病院機構の概要



１ 病床数 514床 13病棟
（一般441床、HCU6床、緩和20床、MFICU6床、NICU9床、GCU12床、感染16床）

２ 職員数 1,121人（正規867人、⾮正規254人︓令和6年5⽉１⽇現在）

３ 診療科 41診療科
内科、肝臓内科、⾎液内科、感染症内科、⼼療内科、精神科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、
腫瘍内科、内分泌・糖尿病内科、緩和ケア内科、⼩児科、外科、消化器外科、乳腺外科、内分泌外科、
大腸外科、肛門外科、肝臓外科、胆のう外科、膵臓外科、食道外科、胃腸外科、整形外科、
リハビリテーション科、形成外科、脳神経外科、呼吸器外科、⼼臓⾎管外科、⼩児外科、皮膚科、
泌尿器科、産婦人科、眼科、⽿⿐咽喉科、放射線科、病理診断科、救急科、⿇酔科、⻭科

医師 155人 （正規122、⾮正規33） 医療技術職 170人 （正規160、⾮正規10）

看護職 665人 （正規541、⾮正規124） 事務職 131人 （正規44、⾮正規87）
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４北 ５南 ５北 ６南 ６北 ７南 ７北 別３ 別４ HCU 集中 別５
緩和

８南
婦人 周産期 感染

43 44 44 44 44 44 44 44 42 6 14 20 8 44 16

一般急性期441床、観察室13 政策医療
60床

〇医療センターの基本情報

３ 北九州市立病院機構の概要



１ 各施設の建築年
・昭和43年（管理棟）
・平成３年（本館）
・平成13年（別館）

診療機能が集中している
本館は築後33年目

２ 本館の⽼朽化の状況
・外壁の崩落
・屋上等防⽔劣化による⾬天時の⾬漏り
・天井内給排⽔管劣化による漏⽔
・病棟空調の劣化による能⼒不⾜

３ 改修計画
・将来的な建替を視野に⼊れ、R3年以降は
必要最低限の施設設備改修計画を策定・実施

・Ｒ３〜Ｒ９の７年間で１５億円の試算だが、近年の物価上昇
に伴い経費増加が⾒込まれる

医療センター配置（平面）図
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〇医療センターの施設概要

３ 北九州市立病院機構の概要



〇医療センターの経営指標（R5実績）

入院患者数（1日あたり） 393人 外来患者数（１日あたり） 1,025人

診療単価（入院） 77,787円 診療単価（外来） 28,118円

病床稼働率（全体） 75.7％ 病床稼働率（一般病床） 86.8％

新入院患者数 11,411人 平均在院日数 11.6日

手術件数 3,893件 救急車受入件数 2,436件

紹介割合 93.5％ 逆紹介割合 45.3‰

医業収支比率 95.3％ 人件費比率 52.6％

材料費比率 39.6％ 運営費負担金比率 4.9％
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３ 北九州市立病院機構の概要
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３ 北九州市立病院機構の概要
〇医療センターの経営状況の推移



内視鏡手術支援ロボット da Vinci Xi
2024年7月より2台体制

緩和ケア病棟 20床
医師、看護師、薬剤師、理学療法⼠、
管理栄養⼠、社会福祉⼠等

■ 緩和ケア病棟■ がんゲノムセンター
がんゲノム医療連携病院 指定
従来の腫瘍細胞を検体とする検査に加え、
令和3年8⽉に新たに保険適⽤となった⾎液を
検体とする遺伝子パネルにも対応

■ 外来化学療法センター
ベッド22床、リクライニング6床（計28床）
令和4年度 11,520件
⽇本臨床腫瘍学会認定がん薬物療法指導医2名
がん化学療法認定看護師３名

地域がん診療連携拠点病院
・北九州地区に５病院
・がんセンターを中⼼に全人的なケアを実施
・低侵襲ロボット治療センターを活⽤した⾼度な医療の提供
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低侵襲ロボット治療センター

３ 北九州市立病院機構の概要
〇医療センターの特色①（がん診療）



院内がん登録 2014-2015年の5年生存率
胃がん 大腸がん 肝細胞がん

非小細胞肺がん 女性乳がん

＜出典＞国⽴研究開発法人 国⽴がん研究センターがん対策研究所がん登録センター 2023年3⽉公表資料 25

３ 北九州市立病院機構の概要
〇医療センターの特色①（がん診療）



総合周産期⺟⼦医療センター

【産科病棟】 ⺟体・胎児集中治療室（MFICU） 6床
一般産婦人科病棟 25床

【新⽣児病棟】新⽣児集中治療室（NICU） 9床
新⽣児治療回復室（GCU） 12床 計52床

【専門医】 ⽇本周産期・新⽣児医学会
⺟体・胎児専門医暫定指導医１名
専門医１名、新⽣児専門医１名
臨床遺伝専門医１名

・福岡県内に７病院、北九州市内に２病院
・ハイリスク症例（⺟胎22週より対応可能）対応、24時間体制
・市内だけでなく、福岡県東南部、大分県北部までカバー

新生児集中治療室（NICU）
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３ 北九州市立病院機構の概要
〇医療センターの特色②（周産期⺟⼦医療）



・市内唯一の第⼆種感染症指定医療機関
・⼆類感染症が発⽣した場合に患者受⼊から治療まで実施
・平成11年4⽉に県より指定、16床の病床を設置

第⼆種感染症指定医療機関

【⼆類感染症】
感染⼒及び罹患した場合の重篤性からみた
危険性が⾼い感染症

結核、ジフテリア、SARS、MERS
鳥インフルエンザ（H5N1,Ｈ7Ｎ9）等

【新型コロナウイルス感染症への対応】
・発⽣初期（令和2年２⽉）より⼊院受⼊を開始
・新型コロナの⼿術や分娩も実施し、県の重点医療機関として
市内の医療機関の中⼼的な役割を担う

・新型コロナ新規⼊院患者数
（R2︓116人、R3︓279人、R4︓363人、R5︓317人）
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【医療措置協定に基づく第一種協定指定医療機関】
・新興感染症等の発⽣及びまん延に備えることを目的とし、
平時より福岡県と医療提供体制の確保に関する協定を締結

・新興感染症等の発⽣早期から患者の⼊院受⼊を実施する

３ 北九州市立病院機構の概要
〇医療センターの特色③（感染症医療）



・災害時における初期救急医療体制の充実強化を図るための医療機関
・被災によって機能不全に陥らないよう施設⾯や医療提供体制、
備蓄品等が整えられている必要がある

・定期的な大規模災害訓練を⾏っているほか、DMATやJMAT等の
災害医療チームの派遣も実施

福岡県災害拠点病院

【災害時の医療チームの派遣】
災害拠点病院として、大規模災害地域等に事故現場での医療を
担当する専門の訓練を受けた医療チームを派遣
（派遣実績）
・令和２年度︓熊本県豪⾬災害被災地にDMAT派遣
・令和５年度︓⽯川県能登半島地震被災地にJMAT派遣

大規模災害訓練の様⼦

28能登半島地震 出発式の様⼦

３ 北九州市立病院機構の概要
〇医療センターの特色④（災害拠点病院）



１ ⽼朽化について
・医療センターの施設・設備については、建築後３3年目となり著しく⽼朽化
・建替えに要する期間が⻑期間となることを考慮し早急に検討が必要

２ 診療機能と規模について
・地域に求められる診療機能と適切な規模について、今後の医療需要等を
踏まえた検討が必要

・特に病院の特徴であるがん診療、周産期医療、感染症医療についての
今後のあり方の検討が重要

３ 施設・設備について
・災害拠点病院としてライフライン機能の維持、災害活動スペース等が必要だが、
現状では不⼗分

29

３ 北九州市立病院機構の概要
〇医療センターの課題・検討項目


